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搬送の理由
約７割が急病で搬送

搬送後の症状
約４割が軽症者

搬送された人の年齢
６割以上が 65歳以上の高齢者

その他
361人（11％）

急病
2,175人
（69％）

急病
2,175人
（69％）

けが 476人
（15％）

けが 476人
（15％）

交通事故
141人（5％）
交通事故

141人（5％）

１日以上3週間
未満の入院必要
1,337人（42％）

１日以上3週間
未満の入院必要
1,337人（42％）

その他
97人（3％）

3週間以上の
入院必要

599人（19％）

3週間以上の
入院必要

599人（19％） 入院の必要なし
1,120人（36％）
入院の必要なし
1,120人（36％）

65歳以上
2,134人
（68％）

65歳以上
2,134人
（68％）

18歳～ 64歳
863人（27％）
18歳～ 64歳
863人（27％）

7歳～ 17歳
85人（3％）
7歳～ 17歳
85人（3％）

7歳未満
71人（2％）
7歳未満
71人（2％）
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データで見る　令和４年 救急出動の傾向

救急車を上手に使いましょう

置広消防本部応急手当サイト

大切な人を救えるのは、あなたです

3,419 件（前年比 423 件増）の救急出動があり、このうち
実際に搬送されたのは 3,153 人です。

　全国的に救急車の出動件数が増加傾向にあり、救急車が
現場に到着するまでの時間が長くなっています。
◆救急車が必要なのは、どんなとき？（一部抜粋）
　・突然の頭痛、腹痛、胸や背中の激痛があるとき
　・片方の腕や足に力が入らなくなる、顔の片方がゆがむ
　・ろれつがまわりにくい、うまく話せない
　・視野が欠ける、突然物が二重に見える　・吐血や下血
　・意識障害がある　・けいれんが止まらない
　・事故にあったとき、大量出血を伴うけが　など

◆救急車要請判断の手助けに
　「全国救急受診アプリＱ助」
　�アプリをあらかじめダウンロー
ドしておくか、ウェブ版にアクセスするとすぐ利用できます。

　心肺蘇生法とAEDの使用方法が学べます
　突然の病気や事故では、その場に居合わせた人の早期認
識と 119 番通報、救急車が到着するまでの間の適切な処
置が「命を救うカギ」となります。消防署では救急講習会
を実施しています。
◆WEB講習を受けると講習を短縮できます
　一般市民向け応急手当WEB講習
　URL �https://www.fdma.go.jp/relocation/

kyukyukikaku/oukyu/index.html
■予約・問合せ／米沢消防署救急係☎ 23-3108

　救急に関する情報を得ることができますの
で、この機会にぜひ活用してください。右
の二次元コードを読み取るか、当消防本部の
ホームページからご覧ください。
【119番通報に関すること】
　通報ガイド大人用・子ども用、子どもが使える通報時の
メモなどが掲載されています。
【応急手当について】
　応急手当の手順、応急手当普及啓発チラシ、応急手当講
習会等申請書類がダウンロードできます。
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５ 第 17 回 消防ふれあいフェスティバル

９月 16日㈯９時～ 12時※雨天時は縮小開催
�米沢消防署南側駐車場※車で来場する際は、下図の駐
車場をご利用ください。
�放水体験、レスキュー体験、心肺蘇生・AED操作体験　
など
�米沢消防署北部出張所☎ 36-0032

消防署

市役所

駐車場会場

たくさんのご来場を
お待ちしています！

９月９日㈯は「救急の日」～救急について考えてみませんか～
問合せ／米沢消防署救急係☎ 23-3108 または防災危機管理課地域防災担当

日時

申込締切 申込先 申込方法 その他　問合せ
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